
◆比例代表(江東）　投票率　56.01％　 (前回  64.04％） ▲減 ◆小選挙区(江東）　投票率　56.03％　 (前回  64.05％） ▲減

得票 得票率% 得票 得票率% 得票 得票率% 候補者 得票 得票率% 得票 得票率% 得票 得票率%

日本共産党 31,012 14.38 17,326 7.13 13,686 7.25 吉田 としお 31,384 14.64 18,667 7.81 12,717 6.83

自由民主党 71,363 33.08 57,743 23.78 13,620 9.30 あきもと 司 85,714 39.98 74,159 31.03 11,555 8.95

維新の党 43,417 20.13 48,798 20.09 ▲ 5,381 0.04 柿沢 未途 88,507 41.28 88,222 36.92 285 4.36

公明党 26,938 12.49 25,968 10.69 970 1.80

民主党 24,217 11.23 30,702 12.64 ▲ 6,485 ▲ 1.41 (田中美絵子） 29,355 12.28

次世代の党 7,908 3.66

生活の党 5,733 2.65 16,762 6.90 ▲ 11,029 ▲ 4.25 （東　祥三） 28,518 11.93

社会民主党 3,776 1.75 3,733 1.50 43 0.25

新党改革 683 0.31 3,244 1.30 ▲ 2,561 ▲ 0.99

幸福実現党 639 0.29 508 0.02 131 0.27

その他（みんな等） 38,009 15.65 いの たかし 8,759 4.08

前回 前回比増減今回前回比増減
党派名

今回 前回

江東区の衆院選（比例代表/小選挙区） 選挙結果 2014/12/14
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江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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厳
し
い
寒
波
襲
来
で
、

14
日
投
開
票
の
深
夜
、

東
京
に
平
年
よ
り
20
日

早
い
初
雪
が
降
り
ま
し

た
▼
２
年
前
と
同
じ
師

走
選
挙
で
、
「
自
・
公
の
一
強
多

弱
」
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
全
く
異

な
る
結
果
が
で
ま
し
た
。
「
共
産

党
14
年
ぶ
り
の
躍
進
」
「
オ
ー
ル

沖
縄
完
勝
」
、
そ
し
て
「
戦
後
最

低
投
票
率
」
。
投
票
し
な
か
っ
た

人
々
の
調
査
で
は
「
共
産
党
に
入

れ
た
か
も
」
の
多
く
の
声
▼
「
自

民
圧
勝
」
の
真
実
は
、
小
選
挙
区

２
２
３
議
席
が
公
明
党
の
協
力
の

賜
物
で
、
前
回
比
で
18
万
票
も
減

ら
し
な
が
ら
、
75
％
余
の
議
席
を

占
め
ま
す
が
、
沖
縄
完
敗
で
４
議

席
減
で
す
▼
２
３
７
万
票
増
の
共

産
党
の
比
例
代
表
20
議
席
は
、
短

期
決
戦
で
も
「
安
倍
暴
走
ス
ト
ッ

プ
、
政
治
を
変
え
ま
す
」
と
真
向

か
ら
対
決
、
そ
し
て
２
年
間
の

「
一
点
共
闘
」
の
成
果
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
投
稿
に
、
安
倍
首
相
の

ポ
ス
タ
ー
の
横
に
「
こ
の
道
行
き

止
ま
り
」
の
立
看
板
の
あ
る
写
真

が
の
り
ま
し
た
▼
東
京
の
25
選
挙

区
で
は
、
自
・
公
23
、
民
主
１
。

江
東
15
区
は
民
主
党
不
出
馬
で
、

維
新
の
柿
沢
氏
が
２
７
９
３
票
の

僅
差
で
辛
勝
。
自
共
対
決
が
鮮
明

に
な
る
時
代
、
自
民
と
補
完
勢
力

の
壁
を
の
り
こ
え
る
の
は
、
消
費

税
増
税
や
集
団
的
自
衛
権
、
原
発

再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
に
反
対
す

る
世
論
と
運
動
で
す
。
沖
縄
の
勝

利
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
基
地
を

つ
く
ら
せ
な
い
「
建
白
書
」
の
全

41
市
町
村
の
団
結
の
力
で
す
。
来

年
４
月
は
い
っ
せ
い
地
方
選
、
安

倍
暴
走
ス
ト
ッ
プ
、
命
と
暮
ら
し

を
守
る
政
治
決
戦
は
つ
づ
き
ま
す
。

～衆院でも議案提案権を力に～

安
倍
首
相
が
世
論
と
運
動
に
追
い
込
ま
れ
、
「
カ
ネ
と
政
治
」
の
問
題
も
あ
り
、

「
今
の
う
ち
に
」
と
解
散
し
た
師
走
の
総
選
挙
は
、
自
公
３
分
の
２
の
議
席
を
維
持
し

た
も
の
の
、
２
年
前
と
は
異
な
る
日
本
共
産
党
の
躍
進
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

鮮
明
に
な
っ
て
き
た
自
共
対
決
を
軸
に
、
江
東
区
で
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の

特
徴
を
列
挙
し
ま
す
。

◎ 比例代表
自民党＝前回比13,620票増、参院選比でも7,424票増。

共産党＝前回比13,686票増、参院選比3,670票増。（2000年代での最高得票）

◎ 小選挙（15）区
自民党＝秋元氏が11,555票増で柿沢氏に2,793票差。

共産党＝12,717票増の３万票台で、小選挙区制導入以来の通常選挙での最高得票。

※全国292選挙区中、党の得票率10％以上が196選挙区（前回300選挙区中56選

挙区）。公明党との一騎打ちの大阪３区、５区では得票率42％超、自民党とは埼玉２

区で35.2％。

※ 第三極の衰退
全国では次世代の党が19議席から２議席に激減。解党したみんな党の一部が合流

した維新の党は、前身の維新の会54議席から41議席に後退。

江東区でも比例代表では、前回みんなの党(38,009票）、維新の会(48,798票）の合計

86,807票が、今回、維新の党では43,417票に半減。

総
選
挙
の
結
果
は
、
今
後
も
安
倍
政
権
の
危
険
な
「
こ
の

道
」
に
す
す
む
こ
と
を
許
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１

７
年
の
消
費
税
10
％
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
海
外

派
兵
法
、
原
発
再
稼
動
等
々
、
国
民
に
苦
難
を
も
た
ら
暴
走

が
続
き
ま
す
。

躍
進
し
た
日
本
共
産
党
の
議
案
提
案
権
を
力
に
、
ひ
き
つ

づ
き
世
論
と
運
動
を
発
展
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
や
大
企
業
い
い

な
り
の
「
亡
国
の
政
治
」
を
転
換
す
る
た
め
に
、
来
年
の
い
っ

せ
い
地
方
選
で
も
、
自
共
対
決
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
前
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

*1は 「 維 新 の 会 」、 *2は 「 未 来 の 党 」 の 前 回 得 票 と得 票 率 で す 。

*1

*2

*1

*2



主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
吉
澤
会

長
は
、
「
安
倍
政
権
を
見
て
い
る

と
戦
争
だ
け
は
絶
対
に
し
て
欲
し

く
な
い
と
感
じ
ま
す
。
平
和
で
生

活
で
き
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
し
、

い
つ
爆
弾
が
落
ち
て
く
る
の
か
な

ど
と
考
え
て
生
き
る
な
ん
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
。
日
本
は
平
和

憲
法
に
よ
っ
て
、
他
国
か
ら
愛
さ

れ
信
頼
を
得
て
い
る
。
安
倍
政
権

は
改
憲
を
目
論
ん
で
い
る
が
、
憲

法
を
守
り
生
か
す
こ
と
が
日
本
が

進
む
べ
き
道
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ
ん
は
、

「
言
葉
に
よ
り
情
報
や
思
い
を
伝

え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
時
の
権

力
者
は
、
言
葉
を
操
り
ご
ま
か
そ

う
と
す
る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
講
演
し
ま
し
た
。

（
講
演
要
旨
）

い
つ
だ
っ
て
戦
争
を
起
こ
す
の

は
、
時
の
政
府
で
、
政
府
が
権
力

を
維
持
す
る
た
め
に
国
民
を
被
害

妄
想
に
陥
れ
て
戦
争
に
か
り
た
て

て
て
い
く
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
言
葉
の
ご

ま
か
し
や
ウ
ソ
が
あ
る
。
例
え
ば

満
州
事
変
と
言
っ
て
る
が
、
あ
れ

は
日
本
が
し
か
け
た
ま
ぎ
れ
も
な

い
「
戦
争
」
だ
っ
た
。
な
ぜ
戦
争

と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
か
っ
た
か

と
言
え
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
が

終
わ
っ
た
後
、
も
う
戦
争
は
止
め

よ
う
と
い
う
の
が
国
際
社
会
の
約

束
ご
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

り
、
日
本
の
蛮
行
を
隠
す
た
め
。

こ
う
い
っ
た
言
葉
の
ご
ま
か
し

と
い
う
の
は
現
代
社
会
で
も
多
い
。

集
団
的
自
衛
権
と
い
う
言
葉
も
、

「
自
衛
」
と
言
い
つ
つ
、
実
際
に

は
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
海
外
で

武
力
行
使
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

し
っ
か
り
耳
を
澄
ま
し
聞
か
な
い

と
騙
さ
れ
て
し
ま
う
。

い
ま
世
界
の
国
々
が
、
自
国
の

こ
と
だ
け
考
え
る
の
で
は
な
く
、

人
類
全
体
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

認
識
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
度
核
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
双
方

の
国
が
滅
び
る
。
原
発
に
ミ
サ
イ

ル
が
１
発
で
も
打
ち
込
ま
れ
れ
ば

放
射
能
汚
染
で
世
界
が
滅
び
る
。

人
類
自
身
が
、
絶
滅
危
惧
種
に
な

り
え
る
状
況
に
あ
る
の
だ
。

人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
個
性
を

も
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
無
理
や
り

重
ね
合
わ
せ
て
も
う
ま
く
は
い
か

な
い
。
人
間
が
も
っ
て
い
る
違
い

を
楽
し
む
こ
と
が
大
事
。
そ
れ
は

挨
拶
に
た
っ
た
佐
藤
巌
会
長
は
、

福
島
県
郡
山
市
で
開
か
れ
た
全
生

連
第
40
回
大
会
の
内
容
に
触
れ
、

「
一
致
団
結
し
た
た
か
い
の
輪
を

広
げ
れ
ば
、
道
を
開
い
て
い
け
る

手
ご
た
え
を
感
じ
た
創
立
60
周
年

の
節
目
に
な
っ
た
大
会
」
と
報
告
。

安
倍
政
権
の
消
費
税
増
税
と
、

社
会
保
障
の
抜
本
的
な
改
悪
、
国

民
の
基
本
的
人
権
を
奪
う
「
秘
密

保
護
法
」
制
定
、
解
釈
改
憲
で
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
閣

議
決
定
な
ど
、
国
の
在
り
方
を
１

８
０
度
転
換
す
る
暴
走
政
治
を
糾

弾
し
、
安
倍
内
閣
打
倒
を
中
心
課

題
と
す
る
「
特
別
決
議
」
を
採
択

し
ま
し
た
。

全
生
連
は
①
健
康
で
文
化
的
な

生
活
が
送
れ
る
制
度
、
②
命
と
人

間
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
行
政
の
確

立
、
③
こ
ど
も
た
ち
が
学
び
成
長

す
る
権
利
の
確
立
、
④
住
民
が
主

人
公
の
地
方
自
治
の
確
立
、
⑤
平

和
と
民
主
主
義
の
保
証
、
③
核
も

原
発
も
な
い
安
全
安
心
な
社
会
の

確
立
と
い
う
６
大
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会
は
、

「
私
の
要
求
」
運
動
で
舛
添
都
政

に
対
し
対
都
交
渉
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

区
内
の
民
主
団
体
と
「
花
咲
デ

モ
」
「
対
区
予
算
要
求
」
な
ど
共

同
行
動
を
実
施
。
「
税
金
確
定
申

告
」
「
都
営
住
宅
入
居
相
談
」
な

ど
の
相
談
会
を
開
催
し
、
組
織
拡

大
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

佐
藤
巌
会
長
は
「
原
発
や
集
団

的
自
衛
権
、
消
費
税
増
税
、
沖
縄

基
地
問
題
な
ど
に
対
す
る
国
民
世

論
と
運
動
が
広
が
り
、
生
活
保
護

の
不
服
審
査
請
求
に
も
従
来
を
上

回
る
人
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

創
立
以
来
60
年
、
国
民
と
連
帯
し

戦
っ
て
き
た
運
動
の
蓄
積
が
世
論

に
反
映
し
て
い
ま
す
。
確
信
を
持

ち
要
求
実
現
を
目
指
し
運
動
を
広

げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１４年 １２月号 №１２２ －２－

概説

1894(明治28)年７月、日清戦争がはじま

り、江東からも兵士が動員されました。東

京の第１師団は大山司令官の第２軍に編成

され、第１連隊は乃木少将の第１旅団、第

３連隊は西少将の第２旅団に所属して、旅

順の戦いに参加しました。旅順を１日で陥

落させ、占領の４日間での婦女子をふくむ

約６万人の虐殺事件は「日本は文明の皮膚

をかぶり、野獣の筋骨を有する怪獣なり」

と全世界の非難をあびました。

江東から動員された兵士の数は不明です

が、砂村の元八幡に「日清戦争従軍記念碑」

があり、17人が出征し４人が病死していま

す。軍需品の運搬や修理にあたる人夫や職

工も徴発。深川区は土方640人、舟夫305人、

職工402人が徴発可能とされていました。

1904(明治37)年２月の日露戦争は、日清

戦争の動員兵士の10倍近い109万人を動員

する大戦争でした。平民新聞はその日の暮

らしにも困窮する留守家族の実態を伝えて

います。

第１師団は乃木大将の第３軍に所属し、

翌年１月まで105日にわたり旅順で戦い、

とくに203高地では全山を血で染める程の

死傷者を出しました。３月10日には奉天の

大決戦にも参加しました。

砂村では86人が招集され、深川出身の戦

死者72人、戦傷病者38人に達します。深川

区は「下士兵卒家族救助令」で留守家族の

30％、403戸を救助しました。

戦費調達のため煙草・塩の専売法が定め

られ、物価高騰と重税がのしかかりました。

国民の不満は、ポーツマス（講和）条約調

印の1905(明治38)年９月５日に日比谷焼き

打ち事件となって爆発。深川警察署も焼き

打ちされ、東京に戒厳令がしかれ、深川に

は第１師団が鎮圧のため出動して、区内で

38人の死傷者が出ました。

旅順要塞の全景 （40）

講

演

を

す

る

ジ

ェ

ー
ム

ス

三

木

さ

ん

行
事
日
程

〇
１
月
４
日
（
日
）
11
時
〜

『
消
費
税
増
税
反
対
署
名
宣

伝
』
富
岡
八
幡
宮
前
・
消
費

税
を
な
く
す
会

〇
１
月
15
日
（
木
）
17
時
50
分

『
江
東
区
職
労
旗
開
き
』
江

東
区
役
所
食
堂

○
１
月
21
日
（
水
）
18
時
半
〜

『
東
京
土
建
江
東
支
部
旗
開

き
』
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

〇
１
月
24
日
（
土
）
18
時
半
〜

『
新
春
の
つ
ど
い
』
テ
ィ
ア

ラ
こ
う
と
う
・
中
会
議
室
、

江
東
民
商

〇
１
月
25
日
（
日
）
13
時
半
〜

『
合
唱
団
「
こ
の
灯
」
戦
後

70
年
〜
い
の
ち
輝
く
未
来
へ

〜
』
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

〇
１
月
26
日
（
月
）
18
時
半
〜

『
江
東
区
労
連
旗
開
き
』
東

京
土
建
江
東
支
部
会
館

11
月
30
日
、
小
松
橋
区
民
館
に
て
江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会
の

定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「日清・日露戦争
と江東」

11
月
28
日
、
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
江
東
社
会
保
障
推

進
協
議
会
主
催
の
江
東
社
保
学
校
。
今
回
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ

ん
を
迎
え
て
の
講
演
で
す
。

国
と
国
と
の
関
係
で
も
い
え
る
こ

と
。
私
は
世
界
が
ひ
と
つ
の
通
貨

で
、
ひ
と
つ
の
憲
法
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
な
社
会
が
理
想
だ
と

思
う
。

江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会
・
第
42
回
定
期
大
会
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